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昭和37年11月20日, コロ ンボプ ラ ン~漸｣腸 (と して 赴 任以 来ネズ ミ11川J',余技 術指導 に専念 して い

ろ丁ノこの機 会 に小冊報27-･と して今 までt/j概要 と私 見を暗記す る(,

l マ ラヤの ネズ ミ防除 の現況

マ ラヤ のネズ ミは種 類 が '3,5LIl,:あ る相知は種 々の 持 ′吊 ij;二一荒 して い ろ一 ･根 に永日 J)被告が

Ljだ つ ｡ 今 まで に西 欧の ネズ ミ防除 知識 が導入 され た｣′そ の結 莱. リン化 亜鉛 を数種U)-I新]f材

亜鉛 を1/50の市二量比 で混 合使用 して い る0 校そ剤は閏 が購入 告｣lu., 畏家 の肴 L出 二応じ,無償で

畏家 の持ちよ った竜餌 材 料 に混合, 日 々し引]ri家 の使用 に まか して い ,1㌦ 殺 そ剤 ,1-使用す る甘 京

は少 ないo畏 (/出納 に培技 伸雄 汗 ,;-及JH=めい くつか の農 ■]-i二試験場 に農艮学校,7,f併設して い るが 情

I,楚研究 に もとづい た ネズ ミ初陣に関す る 普 伎資料が無い ,

日 指 導 成 果

1. 机史 ..上述 の如 く, まず 小火 におけるネズ ミ防掠技 術者 U)Lm,丈/JL-必要 とす る この 日的

のため,]JTi務局 の告虫防 除 朝 lL｣技 術者 を数 告選 び,Malacca,TanjongKarang,ParitBundar

ノ芳C))主要 ノktl地帯 の FFJii-r匠試験場にそれぞ 汀配 冒 し養成 に'jJ上 ノ)た ,養 成lJ)-日県は有 効な防｢,I;JJ'法

U)杵 宜U)ため最 少眼に必要 な冊/'!こJ〕万法 とネズ ミ防障 uj拭礎 知 識 ;こ▲修得せ しめ､それノらか ら考

え られ る防除方法 の野外 応用を試 み, 養成 中uj技 術者 に ネズ ミ防F,'jWTr-究 の ･11二要性を認識 させ る

とと もに, ネズ ミ防TJ'余にiJ圧-.L肴 もたせ /11に あ ろ-､指 導計画U)うナ),圭内J]Li:蛤 の成 果に 土)ど-うい
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た毒餌調製基準cj)(樵_l'/._までがほぼ完 了し,現在 はこU_)相 和 二もとづいた野外F,TT封IH試験U)美fluj_と

その検討が最終的に班 されている｡

これまでに得 られた資料は次のとお りである｡

2. ネズ ミU)種類と分布 :水 [侶こ出現す るネズ ミはすべて Rattus属C))もU)であるし〕こU')属

には区別のむずか しい種類を合んでいる｡ 雌獣を もって分類 し,その地域の主なネズ ミの種類

を決定 した O 主な種類は,Rattusr.diardii,R･exulans,R.argentiventer,R.jalorensis,

R.sP(末記録)の 5種類がある｡ R.r.diardiiと R･exulansは屋内生息性, R.jalorensis

は林地性, R.argentiuenterは草地性, R.sPは R.jaZorensisよりも林地性 のように思わ

れ る｡西侮岸の南部には R･r.diardiiが多 く, 中 部には R.argentivenierが多 く,北部には

R.jalorensisと R.sP が多い｡ 中央山間部およびタイ国境付近,東淘岸部は未調査である̀,｡

3. !主恩 消長 と食性な らびに被 告 : いずれの水闇地帯 にもネズ ミが多いOまた移動性 が強いC

一年一 作･:地帯で R.argentiuente畑 ま12月と 4, 5, 6月頃に多 くなる｡前者は水 田内侵入が

多い結果によるもので,後者は水田内で繁姉 した結果 によるものである｡TanjongKarangで

の調査では後者の方が多か った ｡

R.jalorensis も R.argentiventerに ほぼ似た消長をたどると思われ るが, R･r･diardii

の水 闇内侵入時期は非常に遅い｡二期 作地帯についてはEr~F一調査中である. これ らのネズ ミ類

には多少の食性の相違があるようである｡ 一般 に植物質 の 他に動物質 (特に昆虫瑚) も と る

が,植 物質を多 くとる｡特にタピオカ根を好 む,発芽籾 も好 み,米粒,籾等 もとるO 揖代の被

‡畑ま本rl1の被害に比べ一般 に少ないo苗代では笛 の腔乳部を好 んでとる. 本 冊では節問伸長 し

た茎の芯部を好 んでとるが,出穂後は穂 (釈)もとるよ うになる｡被害は当初水田の外側か らは

目だたない｡一般 に開花期前後頃に被書が多いO しか し甚 しい場合はその後 も被告 が 増 加 す

るo ParitBundar地域の R.jalorensisによるネズ ミ害については平均10%程度の実被告 と

推定 した｡ネズ ミ筈は必ず しも単独ではない ｡ 他の被害特に メイ虫の被害 と混発す る｡時には

このメイ虫の被書がネズ ミ書 を上回ることがある｡

4. 天敵および毒餌 '.水闇地帯には有力な天敵,病菌が見当 らない｡ 普通の投 与餌 は水n内

で数 口で腐敗す る.殺そ剤 に対す る抵抗力は種類 による差が大きいようである. モ ノフルオー

ル酢酸ナ トリウム剤 に対 しては R･r.diardii,R･jalorensisが強 く, R･argentiventerは弱

い｡ネズ ミがほとんど忌避す ることのない殺そ剤を混合 した毒餌 と,無毒餌 とを十分に与･えた

場合,容易に中毒死 しない個体群がみ られ る｡この個体群 のあるものは忌避性があ り,他の個

体は少食かつ食いつきの悪い性質をもった個体である｡

IIT 間 尭 点

以上のようにマラヤのネズ ミは種類が多 く,個体数 も多いO水 田地帯には有力な天敵病菌の
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発/上が無いし｣ む李以外 には長物 がr,ul告である一肌 山肌 トリ矧 /JjJす る二期作:まネズ ミJ)｣廿肌,土的

長す ることにな ると思われ る一､こuJ二期作化に併行 して効 果的 な ネズ ミ防除の実施 が急務とナjI

/)一一) し防除を尖胞す るに当っては土山,被害および圧点調二査を行 ない,ネズ ミ防除 のみで増収

iTH抵ujJ-射xiおよLlリ イ虫等の防除 も必要 とす る増収 可能地区等U)地域 区 'Jtを作成す る必要 があ

･I')｡防除時期は水 榔)射i･入用頃 と思われ るが, こuj侵入f旧主と被告消長調査等か らそれぞれ U)

｣蜘*.U〕適 期,J1-:決定 しなければ必ず しも効 果的でないで ちろ う, そ して将 来(まこれ らの貿料′昌;-.i

損 して 発!_i二予察-)右去を確 立すべ きであろ う｡

ItI:一餌 について は,現二庄室内実験的 には有効 と思 われ る毒餌 の推_lr/二をみたが,野外 応 J旧式賦U)

結 果をまたなければ言及で きない ｡ また防除回数 等について も同根である

l＼ む す ぴ

マ ラヤでは水Lrlc/)ネズ ミ膏が多い ことか ら永日日出帯を主体 と して防除技 T',日U刃臣導を行なって

い るが, この指導成果は他 の場 面 のネズ ミ防除について も貢 重な存 佃 こな,7)うと思 う｡ ネズ ミ

1捌',itcjj軒 先は こ頼 二不 可欠 な実験 ネズ ミの捕獲に_多大 uj労力 と柑苗｣とを費す ものであ るが,辛

にも,指導計伸 il,現在残 された も拙 ま既述 のよ うに室内実験結 果に もとづいた野外応用技 術

指導ujみ とな った この指導が終れば H F養成中の専門技 術者 は研究 と防除に自行喜一を もつ こと

になろ う い うまで もな ∴ 日下計画 中 o_)有効 と思 われ る 防除方法は決 して 理 想 的な もujで

には, こC/)種の卑Fli持即Iju_)外国留学が必要 とな る∪ また,-∴カリく沌刷上一斉防 除 の必要件 か ら-

リコブ タ一利]廿の如 き機械 化省 力U)ulTj,'迫も_/f._して こよ う-そcj)f呪 二は この種 の専門部門の景作

,7)-),


